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膠原病友の会

　　

支部10周年記念総会と

　　　　

医療講演会のご案内
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気温変心）激しいこの頃､皆さんお元恥こお過し･乱.バ

/tﾌ大

雪もすり川消え、新しいまこ命胞ヽつ亡いに芽吹くこのまご節．

令はやっぱりいいなヒ思いま寸．

　

きて、再ユこの紙上アヽお知らせしてきました瓦の会道支部

/り祠年記念総会のお知らせですが、こわが最杯の沃迄手順ｋ

いはしたので．ここにご寒内申し上げます．

飲気が付いたので勒y会場のふやけ卵河．ヒいう名荊

へヽちばんぼし」に博県への願いを託し乙ヽ石私恵二、ｅヽソ

タりのも仁ヒ呪いませんか９

そんなロマンナヽつな気分も力口えて、会前同志誘い合い、新

緑の層喘峡でヽお恚ヽしましょう．

牡鷹ｐ･び卜の地で開惟するのは．初めての試みであり、参刀曙

数がちょっぴり･４びヽもあります旅よき思い弧となるよう

な会tこなりま寸ように願って;Fうります．

　　　　　　　　　　　　　　　　

総会喚行喬員一同
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飛しつ7晨卜ぷｰﾀ/j/
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１／湖沁路衛も動報告

－ - - j

‘●医療講ｊトー

　

昭槌μ度俐μ礁

　

賠吋μ刻吋優を報告

沙貨財ｯ年度通動方針4び｀予算

ｊ)新件盾役員選出・新役員あいさつ

勾その他

岩肌i’高気の釦iに伴う又９ロ忖｀の副作用についてJ

　　　　　　

jぱ漏晩オ２内科恒川p銑生

･砂引【「L強皮疸危者の函北生尭」

　　　　　

勤医協中央痢暁内科中井秀き波生
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女当曰会場､こて､妬年度ぐｊ卯∂円)及び

　

碧年度ﾌﾞぐ佩弔会膏をJRう勤1します

　

の己よろしくお願い致します。

　

Ｊだ｡丿戯をご用意いtこげけれJ幸いです。

女參力呻しも糾J同対のハ刀隋に卯円切子

　

を貼フて、わぶ､じ下さい。

丈日程その他不’明の点がありましrこら、下記まで

　

お向い合わせ下さい。

　　　　

手務局（長谷川

　

oil'ぶ/一即返

　　　　

μ孫（奇嶋）
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アドノくイスダ．

｡｡-ひとこと，

　

層斜!での/個数いび煙乃び１;鮒吋,如5

　

いよいよ

い印飢宍よりや謡丿会汽丿脊公ら付しトしょ一比

９特嘔申で彩

つきよしアは／膠原滴ｔなｊ鴬谷旧訳」ﾋ題して俗気

会を持肘ヤヒ恩いよ影

女性息かヽ私戦ヵ嶮で仙畑酸いで訣は最も感心

のj乱堂ころでヽありま孔

　

又寥｡敵萌を見|∠ｱいら=､しゃゐ

ふょみかよJ健争心Åとエメ､の釧川も乱ヽのでヽずむヽら

巾してもね会に昔加り≒いとだうこ日J、当汽のこｋ７め

りま覗

そこで屍為陵抑時なきづ盲や現削トfFをなさっている盾

又は仕争乞なかたニヒがあゐ方の吋験で一叩ハ４又S.、

勤出聞か七下飢ヽ。印恂ﾉ汀到こ、文章でも箇辰書き

でり餅1ﾄﾌjので。思いっいたどヒ岑お多き下凱ヽ。

書答きれない場合は､別紙にてお寄せ下さい。も前は、小

せま寸ので≒当日それともヒに乱ヽに語りなヽjjよう。
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れ携俳句ヰ男子

　　　

かこはい／yがら．漱い日が恥ヽですね．

　　

殖祥．風l歿どひりソお元気でずれ

ｊ●

　

ＳＬＥビ三れれけ茎戸/7琴目になります．

　　　

死くなづこり丿艮くなてノ雌糎り亜ノ乙阿良客貨や友人

　　　

八丿Jつげ≒Ｊび廿削予でしよ九

　　　

神様が妓けアくれた卵Ｊ．なからJか消えそうになく、今も細

　　　

々し萌には図々ｔ＜生き純にていま覗

　　　

薬は、廃病佃時２～Ｊ為よ、プしトニこ／ぶりを似み、その

　　　

隋φ～､ﾀ年に飲まず、その後丿仁夕９yをぷ年位飲み.＆2

　　　

年な･ら/∂りにびりまして、現在も同量を服用してJら‘ほす．

．●

　

毎日の知名ぼ程r二り起討ゴのプ弓プ乃で、本当にのん気

　　　

なものです．

　　　

まに気争にしイいることによって．病気も窓くならないみヽた

　　　

いで７．こいような生法の中から、自分なりに調子の飢ヽ時

　　　

ば諧びに広rづにて、スF･レ対Ｍして炉ほす．

　　　

それでは回紅

－ぢー
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丸ヽ冬も遡以-／･うｈ７厄り１が、昏総う遍さわ

ましたか７

言わから、曰｜日と暖む｀ソな二イ

もあり、冬は尽汗胃もち旨｀んア七

参･りよＪφ、曰光の陶砂

まいそう乙せっかく絆

にrこめぺすこ体重も孚/くμ戎になりまし仁。

やはり冬ば入院し八ヽrT.方が匹ヽようですね。

晋には元気リパ戻して愉紅お逢いしにいヒ思-ﾜ居り
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り

い題がついていますが、これ

にr訳肴がっけたもので、

“A゛（画貿イ゜／ｒｔ l＆ｎｇ'Ｍ:J^

/‰･山々ｙ今滅尽政知/｡”

r恵着から見たある病気の解

剖一応涜ﾋ再凱こっいての甘

累いか原題で寸。

　

邨再考験ｼ､ｈヽうよりは．医学の本転こ迫る勿参集で．箸

昔はアメ･川一流ンーナリスト七9:膠鳥聴考の男竹で

4≒ｽ胡におぐる肉体と物申力の相閃閃剌呻哨油に喫証し

ており．同病の希りて策吋深ぐ

　

かっ応銘渾い本で兎

ユーモアの抑紬薬に勝ること令、まざまざ七教え

　

生各る

i勇気を与えてくかま恥印審的なところを抜ずいして紹石ヽし

ようとしたら何としｒ一卜用紙占～6舷になりそうで、やっ

ぱり買って読んで下芒い．二の羞看にＬ喜1慨画を観ること

によって生じる“積極的楕緒．の力でヽ病気を剋昼けこkふヽ

マありまずが、これを読んで、笑、てざえいれＪ医師の沿療

　　　　　　　　　　　　

一ぶー



ほ、亨肴すこk周い込おそそっかしい人は、いなヽﾋ急ヽま１

りぺ..､.、

　

「私の膠原病�勧に,「會j喧力k吝寿一「幻卯人の邑師

から営んだ匹。
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７ン･カズンズ各

社発行が勿円j
一一

現代医療の見失っているも(が

合同レクリエーション
とき

　　

６月27B (日) fo:oo⌒・

ところ

　

道立真駒内公園

お近くの書店でお貳ヽ求め下さい．に）

―
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４

事務局からのお知らせ

○会劃直ｔげにっいてのお知らせ

jぶ吋聯達分より

　

お年ﾉ朗に会劃ｔヒげの向題じ:ついて.え伴lk会議で話し

合われてから、１年以とか雌過しました．

病気の特砺上．女性恚勧り割危占め、配各能力のない会

員心飢ヽこｋを考えるじ値上げ似ﾕ高すぎ゛るとしヽうこｋ

で≒北海道錯町は､抜如衆軸腿提粟レ、値j・巾貨対

　　　

してきました．

　　　

しねヽし北海道k関西ブ｀ロヅフを除く地域７は、可でに値よ.

●

　

げ朗ね貼れれヽます．

　　　

去る4H/0B東京７･支部長会議が開かれ、このことについ

　　　

て品し合いひ剔た=れましら？‘、道支妙でば訟弗で喀る人が

いなく、あえて刺々状の摂政を致しました。

　

会費は、冷暑陰膏として年間銘卯円となりました｡納

〉、ゐ法ほ､今まで通り支部予務局を通して、支部会ｔ6卯

円と共に､計な勿円をお支払い下きい。

づと7－



これJ夕7年席よりの実施ですので、それぞれの納XJIJi期

二旅わせ-7

　

こららびヽら振替用紙とお送り致しま孔

J｡ヽに.J:ろしくお糾いしま゛4｀。

(§)新入会員?･す

　

･田甲

　

芙耶子

　

ぐ皮膚筋剔ぶ/２生)

　

よろしくお願しヽします．

倒主所変更でヽす

　

・神尾町郁子

他に住所斐ヂさ吋訪は､争鴉局まで･お知らせ下さい。
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窓の刈子に

　

鯉のぱりび

春風に乗って

１いIねヽど畝ヽれヽまｊ。

私も

　

呑風に粟ダぐ永いでみたい。

砂川J半めなら　せぬてを疵の向色力一杯

走り抜けてみ以ヽ。

　　

丿回皿tはづ心/惘彩疏総会ｋぎ恭奪毎会

　

異非成珂きせrｕヽもの？貳

　

帰打には

　

まず七きる白埓くの皆さんの萎力嗜、

　

切望します。

●

　　

普段、家に肉じ込もりぴら・劃いい才。ン又７影／

　　　　

すがすがしい空気を慢っマ心機つ紅､｡明日への生きる

　　　　

ヵｔ、必ｊやわいアぐるはずです｡･

　

それれﾕ皆さん

　　　　　　　

層雲峡で元気に伺飢ヽしましょ戈ヴ

　

に）
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r(0n)26]-8026

北海道身体障雲者団体定期刊行じ協全

札泌市中央区北１条東４丁目

　

本間
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